
































期 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
年代
戦後改革～ 1960 年前後～ 1970 年代半ば 1990 年代半ば











（高校へ） 40％～ 50％台 58％→ 90％ 90％台前半停滞 90％台後半
（大学へ） 10％ 10％→ 38％ 30％台後半停滞 40％→ 50％
学校と職業社会のつなぎ
学校を通さない回路 「学校を通す」の広がり 中卒のマイノリティ化 若年失業増加と非正規
「二重構造」格差 進路振り分けと上昇 高卒労働力安定供給 雇用の常態・半数化
学校と父母・地域の関係
学校の「進歩性」 進学文化の広がり 学歴獲得競争激化 競争の局部化
「信頼」と低い関心 学校への期待 高い関心と「不信」 関係再編への動向
学校知識への
意味づけ
（生徒の） 階層的分化・乖離 開かれた社会への道 競争手段として 学校知識離れ
（父母の） 基礎学力と階層分化 学校知識の抽象化 家庭の学校化と期待 当事者要求増大
（地域の） 学校への二律背反 学校価値の浸透 学歴期待の手段 学力と人格形成と
（生徒・父母・地域にとっての）
中学校からの進路の位置
就職がまだ多数 「進学組」「就職組」 高校進学の「当り前」 どの道も就職不安
一部での受験競争 受験競争の広がり 受験競争の秩序化 受験の緩みと就職難
学校文化内での
意味づけ
（生徒は） 「明るく伸びやか」 努力主義の学力形成 被抑圧と問題行動 学校離れへの危機感
（父母は） 階層による二極化 子どもにとっての基地 家庭教育力の弱まり 不安と格差を抱えて
（地域は） 物質的援助と支え 変動・変貌・開発 地域教育力の崩壊 再生への期待
久冨（2006：31）より転載。



















1970 年代半ば）には高校進学率が劇的に上昇し 40 ～ 50％から 90％台となり、大学進学率もまた














































『学校沿革』は三つに分かれて製本されている。第一分冊は 1948 ～ 1955 年度、第二分冊は 1956
～ 1964 年度、第三分冊は 1965 年度から現在に至るまでである（第二分冊からは『学校沿革誌』と









































『学校沿革』の執筆状況をもう少し詳しくみてみよう。図表３は、1950 ～ 2010 年度の『学校沿革』
10 年きざみ７年度分の執筆文字数を数え上げ、年間平均文字数（１年 365 日を分母とした）・標準
偏差・標準偏差÷平均＝変動係数を算出し執筆量に関する変化をみたものである。
図表３　『学校沿革』の平均文字数・標準偏差・変動係数
… ① 1950 ② 1960 ③ 1970 ④ 1980 ⑤ 1990 ⑥ 2000 ⑦ 2010
平均文字数 5.54… 1.18… 3.75… 9.02… 4.44… 3.41… 4.38…
標準偏差 14.37… 4.80… 16.20… 24.17… 6.53… 7.12… 8.49…
変動係数 2.60… 4.07… 4.32… 2.68… 1.47… 2.09… 1.94…
これをみると、日々の平均執筆量は 1960 年度で最も少なくなっていること、1950 年度がやや平
均値が高く、また 1980 年度でかなり大きな平均値を示しているのが目立つ。各年度平均文字数の
多重比較では、
② 1960 ＜① 1950*** ④ 1980*** ⑤ 1990*** ⑥ 2000*** ⑦ 2010***




















1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010
第一次産業 82.8… 46.0… 18.6… 18.1… 18.5… 13.2… 13.2…
第二次産業 2.8… 30.9… 12.5… 20.4… 18.7… 21.2… 16.8…
第三次産業 14.5… 23.1… 68.9… 61.5… 62.7… 65.6… 69.9…
国勢調査報告各年より。
一方、図表５は学校基本調査報告書沖縄県版をもとに金武中卒業者の進路についてみたものであ














































1950 水産祭行事で水上競技会 0619 ／村野球優勝 0621 ／地区
野球 2位 0624 ／村排球男女優勝 0705 ／体力テスト 0707
／地区排球 2 位 0710 ／村陸上 1022 ／地区陸上 3 位 1027
／跳箱完成 1102 ／地区運動会 1113 ／柔道寒稽古 1224-31
校友会組織 0422 ／米軍・病院慰問の花束 0508 ／校友会
予算審議 0512 ／母の会・学芸会 0514 ／米軍人を招待し
学藝會 0526 ／夜間学習 0811- ／校内弁論大会 1209 ／地
区学校美化品評会審査 1211 ／村内童話お話大会入賞 1213
／地区弁論大会開 1216
1960 地区排球大会女子優勝 0604 ／地区野球優勝 0709 ／金武
小中学校合同運動会 1016
米軍音楽演奏が金武小学校で開催 0527
1970 完全給食実施 0506 ／地区球技大会野球女子卓球優勝 0711
／スポーツ店より陸上トロフィー 5個寄贈 0919 ／秋季運
動会 1010 ／地区陸上競技大会２位 1108 ／校内クラス対
抗駅伝競走 0313
ワニの剥製一個寄贈 0611 ／就職者合宿訓練 0310
1980 遠足 0425 ／県陸上 0525 ／地区卓球個人ベスト 8、ソフ
トボール優勝、男子バレー 2位、野球 2 位／県通信陸上
（九州大会出場）0720 ／県大会野球、ソフト、男子バレー
0722 ／校内陸上、スポーツ店より新記録メダル十数個寄
贈 0805 ／九州陸上 0808 ／全国校陸上 0821 ／県陸上 0928
／地区陸上 1019 ／県陸上 1109 ／校内駅伝 1122 ／地区野
球県大会 1221 ／地区ソフト優勝、テニス女子優勝男子バ
レーベスト４女子バスケットベスト４／県新人庭球女子
団体ベスト 8、0208 ／町バスケット優勝 0222 ／校内マラ
ソン 0224 ／全日本陸上 0312
生徒会幹部宿泊研修 0524 ／知能・心理テスト 0530 ／生
徒会総会 0606 ／県吹奏楽銅賞 0713 ／校内新聞 0717 ／県
吹奏楽銀賞 0803 ／生徒会幹部宿泊研修 0819 ／授業ボイ
コット 1015 ／県作文、書道、図画 1020 ／ 2 年修学旅行
1030 ／校内辞典引き大会 1111 ／各学年お話会 1113 ／校
内お話会 1113 ／地区お話会 1125 ／校内合唱 1202 ／読書
感想文、感想画 1203 ／県お話会 1213 ／生徒会正副会長
選立合演説会 1216 ／新聞 1216 ／生徒会正副会長選 1217






集団訓練 0410 ／部活説明会 0420 ／部活動・父母の会結
成 0424 ／新入生歓迎バレー大会 0509 ／県選手推戴式
0615 ／運動場整備 0815 ／運動会練習始め 0910 ／運動会
0930 ／地区陸上男 10 位女 12 位／地区駅伝男 15 位女 14




0420 ／生徒会専門委員会結成（年 11 回開催）0425 ／一
年生野外炊飯 0502 ／読書月間 0521 ／生徒会総会 0531 ／
校内美化 0621 ／修学旅行入札説明会 0705 ／修学旅行入
札 0710 ／三年生補習授業 0723 ／米国ホームステー出発
0726 ／修学旅行下見 0729 ／生徒会研修／映画撮影 0831
／三年実力テスト 0904 ／学級意見発表会 1011 ／学年意
見発表会 1030 ／町学力向上推進地域研究発表準備 1031
／校内合唱 1115 ／三年生進路講話 1116 ／地区意見発表
会 1120 ／三年生修学旅行 1202 ／県意見発表某入賞 1208
／学力向上推進地域研究発表会 1211 ／当山久三銅像ハ
ワイ建立団出発 1213 ／地区音楽発表会 1216 ／生徒会役
員選挙 1220 ／二年生達成度テスト 0108 ／受験者面接指
導 0116 ／英語検定試験 0119 ／県学級合唱、ソロ 0120 ／
音楽鑑賞会 0130 ／町書き初め展 0130 ／三年生進路講話
0201 ／新入生保護者説明会 0220 ／三年生模擬学力検査
0222 ／美術作品展示会 0223 ／生徒会宿泊研修 0223 ／三
年生を送る会 0228 ／教室整備、美化 0318
2000
※
地区バレー 0415 ／地区野球 0422 ／地区野球大会３位、
地区バスケット、サッカー強化大会 0429 ／遠足 0502 ／
部活動結成式 0508 ／新入生歓迎球技大会 0520 ／地区
卓球バレー 0527 ／県野球 2 位、卓球女子 3 位＆個人戦
0610-11／県陸上共3位0709／県野球3位0730／地区サッ
カー 0815 ／地区野球、バスケット大会 0826-27 ／地区駅
伝大会 0910 ／運動会 0924 ／地区陸上 1008 ／地区駅伝
1104 ／地区バレー女子 2位 1126 ／地区バスケット女子 2
位 1202-03 ／地区バレーテニス大会 1216 ／地区駅伝大会
1 位 1217 ／地区剣道大会女子 1 位 1223 ／地区テニス大
会３位 1227 ／地区バレー大会 0106 ／地区サッカー 2 位
0114 ／県テニス女子入賞 0203 ／地区バレー大会、県サッ
カー、地区野球 2位 0224-25 ／地区野球大会 2位 0326
理科野外学習 0418 ／生徒会専門委員会結成式 0424 ／標
準学力検査 0428 ／移民体験事前宿泊研修 0513-14 ＆ 0520-
21 ＆ 0527-28 ／子どもサミット 0514 ／生徒総会 0607 ／
ハワイからの学校訪問 0704 ／ハワイ移民体験航海壮行
会 0705、翌日移民 100 周年記念航海体験学習出発、帰校
0729、交流会 0731 ／地区吹奏楽ソロ 0811 ／少年の主張
0907 ／進路学習会 1004 ／校内意見発表会 1025 ／校内合
唱 1110 ／地区お話し会 1120 ／地区中文連・音楽発表会
（１クラス中央大会へ）1125 ／生徒会役員選挙 1215 ／学
力向上対策実践発表会 1218 ／県音楽発表会 1226 ／二年




部活結成式 0423 ／新入生歓迎球技大会 0430 ／選手激励
会 0603 ／地区夏季総合体育大会 0605-06 ／スポーツ講演
会 0702 ／県総体選手激励会 0716 ／県中体連総体（卓球
女子、男女バレー、男女剣道、陸上、柔道）0723 ／九州
大会 0807 ／地区駅伝（5位）0905 ／運動会練習開始 0906
／運動会 0919 ／地区陸上激励会 1001 ／地区陸上（男 6
位、女 8位、総合 8位）1002 ／県中学校陸上（7名出場）
1016 ／地区駅伝（男子 4位、女子 5位）1106 ／親父の会
部活動生徒との対戦（サッカー、バレー）1109 ／県駅伝
男子 17 位 1120 ／地区新人総体 1211-13
新入生説明会 0409 ／専門委員会結成式 0419 ／全国学力・
学習状況調査（3年）0420 ／標準学力検査（全学年）0513
／校内読書週間 0524-0603 ／地域めぐり 0527 ／生徒総会
0531 ／第 1回英検 0611 ／地区英語 0619 ／県英語 0703 ／
親子進路学習会 0707 ／校内意見発表会 0708 ／県吹奏楽
銀賞 0722 ／生徒会研修 0812-13 ／実力テスト 0901-02 ／
地区少年の主張 0903 ／校内読書月間 0924-1024 ／修学旅
行・入試説明会（3年）1006 ／英検 1015 ／職場体験学習
1019 ／合唱 1029 ／数学検定 1030 ／漢字検定 1105 ／地区
意見発表会 1110 ／地区文化祭 1121 ／修学旅行 1130-1202
／到達度テスト 1202 ／生徒会役員選挙 1213 ／吹奏楽部
定期演奏会 1219 ／県吹奏楽 1226 ／某先生講演会 0114 ／
学級合唱発表会 0115 ／英検 0121 ／芸術館紹介 0203 ／県
生徒表彰 1204 ／数学検定 1205 ／県吹奏楽ソロ 1206 ／新
入生説明会 0216 ／模擬テスト（3年）0224
※ 1990・2000・2010 年度は末尾に詳細な活動成果の記録あり（分量的に多く、本表には掲載できなかった）









とをうかがわせる。ただ、金武中に所蔵されている最も古い時期の卒業アルバム（1966 ～ 67 年度）

















べチーム数は、『学校沿革』の３つの年度分で把握できた限りになるが、1990 年度で 565 名 6 チーム、
2000 年度で 308 名 14 チーム、2010 年度で 301 名 24 チームにものぼった（1990 年度は「版画コンクー
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